












Ⅰ研究の趣旨 

 精神遅滞乳幼児の成長・発達を阻む重要な要因として,かれらの「病弱さ」があげられ,

健康管理の重要性が叫ばれているが,現実には組織的,継続的な指導が充分におこなわれて

いるとはいい難い。われわれは精神遅滞成人の有病率が一般人の数倍にのぼり,また成人病

の出現年齢が早いことなどを明らかにしてきたが,これらの原因の一つに心身の発達期に

おける保健・栄養面の健康管理の不適切さが想定される。 

 精神遅滞乳幼児の「病弱さ」は直接には生命をおびやかすものであり,間接には日常の指

導や訓練の隘路となる深刻な問題であり,また脳の発達自体にも阻害因子となりうるもの

である。したがって適切で効果的な健康管理の基準を設定し,保健・栄養指導のシステム化

と指導方法の改善をはかることが緊急を要する今日的課題であるといえよう。 


